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② トムソーヤクラブ村・木曽上松

(株)日本旅行が、都道府県および地元市町村の協力を得て、全

国 7 か所に開村する夏期限定自然体験活動事業が、赤沢自然休養

林でも「トムソーヤクラブ村・木曽上松」として開催されている。

7 月下旬から 8 月下旬まで開村し、森林鉄道体験乗車、バーベ

キュー、魚のつかみ取り、木工教室、丸太切り、ハンドクラフト、

渓流広場といった体験メニューがある。人気のプログラムは、森

林鉄道体験乗車や渓流広場であり、多くの親子連れが訪れる、夏

の定番行事になっている。

③ 木曽ひのきっ子ゆうゆうクラブ

赤沢自然休養林をフィールドにしているわけではないが、町内で健康づくりを目的とし、各種の

スポーツに関する活動を展開しているのが、「木曽ひのきっ子ゆうゆうクラブ」である。

「木曽ひのきっ子ゆうゆうクラブ」は、「スポーツ文化を広げよう」をキャッチフレーズに、会員

の健康づくりや体力・運動能力アップや各種スポーツを通して地域における住民交流の場の提供を

しており、近年は、「生活習慣糖尿病予防教室」「ウォーキング大会」「ウォークラリー大会」「上松

町食改健康運動」など、生活習慣病予防を目的とした活動を多く実施している。なお、これらのプ

ログラムは、スポーツプログラマーや健康運動指導士等の専門的人材が企画・提供している。

④ ほおばる会

平成 18 年からは、町内の料理店・ホテル等 7事業者からなる料理研究会「ほおばる会」が立ち上

がり、生活習慣病に関する学習、既存メニューへのカロリー表示・栄養素表示、健康に配慮し、か

つ地の食材を使った弁当の開発及びレシピの作成に取り組んでいる。

図表 6-11 ほおばる会加入店の紹介パンフレット

図表 6-11 ほおばる会加入店の紹介パンフレット

図表 6-10 「トムソーヤク
ラブ村・木曽上
松」渓流広場
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６－２－３ 上松町の外部環境・内部環境の整理 ～作業部会でのワーク結果～

(1) 外部環境

作業部会の中で検討・抽出した「癒しの森事業」を取り巻く外部環境を下表に整理した。なお、

外部環境の動向・傾向については、行政や民間企業が実施した調査のデータや施策等から把握され

る情報と、上松町で観光業等に関わる中で把握された情報（下表の青字箇所）を挙げた。さらに、

それらの動向・傾向を、今後展開する、森林セラピーを核とした事業にとってのプラスの「機会」

と捉えるための視点を議論、考察した。

図表 6-12 外部環境の整理（作業部会でのワーク結果）

項目 外部環境の動向・傾向 森林セラピーからの視点

企業・健
保組合等
を取り巻
く状況

・生活習慣病「予防」の重視

・生活習慣病とメンタルヘルスの健診・指導が全

面的に義務化

・生活習慣病やメンタルヘルスに関するガイド

ラインの整備

企業・健
保組合等
の動向・
ニーズ

・男性の 1/2、女性の 1/6 がメタボリックシンド

ロームの疑い

・「心の病」による休業者が増加中

・心と身体の健康づくりを拡充する企業、健保組

合が増加傾向

・EAP 企業や、福利厚生代行会社等が既に企業対

象及び健保組合対象の開発・試行を積極的に進

めている

「
心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
」
分
野

従業員・
組合員の
ニーズ

・従業員は、心と身体の健康づくりに対して、高

い必要性を感じている

・森林セラピーのモデルツアーが自律神経失調

の方にも効果があると好評であった

� 高齢者医療法・労働安全衛生

法の改正は、企業や健保組合

へアプローチする上で絶好の

機会である

� プログラムを構築する際に

は、厚生労働省等のガイド

ラインを参照すべきである

� メンタルヘルスは若い女性が

当面のターゲットとなる

� 家族への情報提供も有効と考

えられる

� EAP 企業等と連携して、企業

等にプログラム提供を進める

ことも有効である

企業・健
保組合等
の動向・
ニーズ

・研修は全体的に増加傾向。特に専門性の修得や

ライフプラン研修は急増

・グループワークなどを取り入れ、コミュニケー

ション力やモチベーションの向上を図る研修

が増加傾向

・中小企業は、社員教育代行会社へ委託する傾向

・多くの企業が、福利厚生の重点分野として「自

己啓発」を挙げている

・大会議室、IT 設備の研修施設を上松に求めて

くる企業はない上松の自然を活かした健康を

テーマとした研修はニーズがあるだろう

「
社
員
研
修
・
教
育
活
動
」
分
野 従業員・

組合員の
ニーズ

・従業員は「現在役立つ技術習得等」「健康の維

持増進」に必要性を感じている

� 事業展開の方向性としては、

社員研修に会場を提供するも

のと、プログラムを提供する

ものが考えられる

� 自然環境を活かした体験型研

修等を通したコミュニケーシ

ョン能力等の向上を図るプロ

グラムは需要が大きいと思わ

れる

� 健康の維持・増進のためのノ

ウハウ獲得等と連動させたカ

リキュラムとすることで、研

修の効果を多様化することが

できる
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図表 6-12 外部環境の整理（作業部会でのワーク結果）（つづき）

項目 外部環境の動向・傾向 森林セラピーからの視点

企業・健
保組合等
を取り巻
く状況

・国内旅行市場は回復傾向。「会社が

らみの団体旅行」は漸減傾向

・国、地方自治体、民間事業者等が健

康志向ツーリズムを積極的に推進

・旅行会社は新しいテーマ、情報を欲

しがっている。

「
従
業
員
の
観
光
・
交
流
活
動
」
分
野

従業員・
組合員の
ニーズ

・旅行動機は「日常生活からの開放」

「旅先のおいしいものを求めて」に

続き「保養、休養のため」が大きい

・リラクゼーションツアー・ヘルスケ

アツアーへの参加意向は若年層ほ

ど高い

� 従来の「会社がらみの団体旅行」のシェア

が減少傾向にあることから、社員旅行での

森林セラピー活用を図る上では、新たなニ

ーズへの対応や掘り起こしが不可欠

� ヘルスツーリズムの取組みが積極的に展

開されニーズも高いことから、参加意向の

高い若年層の従業員を主なターゲットと

して、森林セラピーを組み込んだ観光プロ

グラムを提供することで、多くの参加が期

待できる

� 「社員研修・教育活動」分野において、ラ

イフプラニングやコミュニケーション力

の向上に関する研修のニーズが上がって

きていることが把握されたが、従業員の観

光・交流においても、これらをテーマにし

たプログラムを提供することで、新たな層

の参加を得られることが期待できる

企業・健
保組合等
の動向・
ニーズ

・企業・健保組合の直営保養所などは縮小傾向で

外部保養施設の利用に移行

・企業・健保組合の直営保養所は縮小し、外部保

養施設との契約等へ移行する傾向

・健保組合が活用する民間施設は、契約保養施設

や運動施設が多い

・リゾートクラブ会員権の法人保有は減少傾向

・カフェテリアプランは現時点では普及してい

るとは言い難いが、今後増える可能性はある

・企業・健康組合の費用補助を受けるために、宿

泊証明を求める宿泊者が少なくない

「
保
養
施
設
等
協
定
・
活
用
」
分
野 従業員・

組合員の
ニーズ

・従業員は、福利厚生制度を活用して保養を得る

ことを評価、期待している

� 廃止縮小が進む企業・健保組合

等の直営保養所等の保養施設

のアウトソーシング先として、

フィールド及び宿泊施設等の

利用協定、あるいは、森林を活

用する保養プログラムの参加

協定を企業と締結することが

期待できる

� 協定締結の形態としては、全て

の従業員や組合員に定期的に

協定施設での保養機会を提供

するといった形や、カフェテリ

アプラン等の福利厚生メニュ

ーの一つとして選択をしても

らうといった形が考えられる

企業・健
保組合等
を取り巻
く状況

・企業の社会に対する責任として、「環境」「地域

貢献」などを挙げる経営者が増加

・「森林ボランティア活動」実施団体、参加者数

いずれも、増大傾向

・「企業の農山漁村地域での協力」には、国民の

8 割強が「良い印象を持つ」

企業・健
保組合等
の動向・
ニーズ

・３割の企業が従業員のボランティア活動を支

援。その理由は、「人材育成」が最も多い

・過半数の企業が「企業の森づくり」への興味・

関心を有する。将来を含めると、9割の企業が

有する

・「企業の森づくり」へ取り組む目的は、社会貢

献としての地球・地域環境の保全・改善が最多

「
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
」
分
野

従業員・
組合員の
ニーズ

・「趣味・教養」や「健康・スポーツ」のサーク

ル・同好会活動への参加意向が高い

� 従業員等の健康づくりに対す

る意識の醸成や、社員の健康教

育としての役割を付加した取

組みとして、新たなニーズの開

拓の余地が大きい

� 従業員等の健康づくりを視野

に入れることで、従業員及び株

主等の理解を得て、企業等の経

費捻出が容易とすること等の

取組みが期待される

青字：上松町で観光業等に関わる中で把握された情報
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(2) 内部環境

続けて、ワークショップで把握された「森林セラピー事業」に関わる内部環境を、下表に示す。

内部環境は、5つのカテゴリー、11 の要素に分けて、それぞれに含まれる資源を整理した。さらに、

挙げられた資源を、地域性の大きい資源とそれ以外の資源に大別した。

なお、属地性の強い要素である「自然環境」「歴史・文化」「施設・器具」について、分布を図示

した。

図表 6-13 上松町の内部環境の整理（作業部会でのワーク結果）

カテゴリー 要素 分 野

ビジョン・プ

ラン

ビジョン・プ

ラン
・ホリスティック医療センター構想

・住民の誇り ・健康への関心

立地条件 ・特急（しなの）が停まる上松駅

・権兵衛トンネルが開通したこと

・京王、伊那バスとの連携

自然環境 《自然・季節》

・自然が多い ・四季それぞれの良さ ・星空 ・雪 ・水

・蛍

《川、滝》

・渓流 ・敬神の滝、奇美世の滝、小野の滝 ・木曽川

・寝覚の床

《山》

・駒ヶ岳、御嶽山 ・風越山 ・中央アルプス

《森、樹木》

・赤沢自然休養林 ・天然ヒノキ ・台ヶ峰のブナ

・針葉樹林

・広葉樹林、雑木林

ロード・空間 《空間》

・まとまった雰囲気 ・フリースペースが多い ・焼笹駐車場（一

般車導入禁止）

《街道》

・木曽路 ・木曽古道 ・中仙道 ・石畳

《森林歩道》

・８本の散策コース ・充実したロード ・ふれあいの道

・オオヤマレンゲの小道

《登山道》

・風越への登山ルート ・あたご山ルート ・林道、山麓線

《風景》

・駒ヶ岳の夕照 ・木曽八景（の五景） ・台（ダナ）の風景

ハード資源

施設・器具 《医療・健康関連施設》

・木曽病院 ・健康増進センター

《観光・交流関連施設》

・上松宿 ・道の駅 ・才児牧場 ・臨川寺

・トムソーヤ村 ・ファーム山っ子 ・寝覚の床美術館

・木曽路美術館 ・敬神キャンプ場 ・オートキャンプ滑川

・街角ギャラリー ・滑川砂防公園 ・しみっくり三社
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図表 6-13 上松町の内部環境の整理（作業部会でのワーク結果）（つづき）

カテゴリー 要素 分 野

・森林鉄道 ・天狗山公園 ・桟温泉

《宿泊施設》

・去来荘 ・灰沢鉱泉 桟温泉 ・ねざめホテル

《その他》

・砂防ダム ・公民館 ・東京大学天文台木曽観測所

・名古屋大学太陽風観測所

文化・歴史 《有形資源》

・寝覚の家並みと中仙道 ・鬼淵鉄橋 ・材木陣屋（役所）

・民宿「たせや」 ・滑川のハネ木橋 ・御神木 ・小川若宮神社

・福島宿 ・上松宿 ・須原宿 ・八幡宮 ・玉林院

・駒ヶ岳神社 ・諏訪神社 ・東野阿弥陀堂・臨川寺

《無形資源》

・お祭り好きの町民性 ・木曽の山林の歴史（伊勢神宮）

・縄文・弥生の歴史 ・葛の葉 ・和宮の来宿

・祭り、郷土芸能 ・駒ヶ岳神社大祭 ・大宮神社祭

・木工の匠（桶・家具等） ・古式伐採 ・木工 ・木曽節

人材・体制 《医療・保健関連》

・木曽病院 ・木曽看護専門学校 ・在宅保健師

《観光・交流関連》

・上松技術専門校 ・郡内の他の観光地 ・赤沢ガイド

・NPO 木曽ひのきの森 ・職人 ・木曽ひのきっ子ゆうゆうクラブ

《全般》

・年寄り（老人パワー） ・まちづくり推進室森林セラピー係

・関電、上松電子などの企業 ・人が優しい ・人情が豊か

ソフト資源

メニュー 《食》

・えごまオイル ・郷土料理 ・ししなべ ・信州そば

・ごへいもち ・おいしい水 ・水道水 ・日本酒 ・山菜

・川魚 ・スンキ ・ほお葉、ほお葉もち、ほお葉まき

・調味料 ・豆腐 ・ほおばる会のお弁当

《遊び、運動》

・木曽川下り ・川遊び ・滝巡り ・ブナの木めぐり

・里山歩き ・スノーシュー ・ネイチャートレッキング

・クロスカントリー ・フリークライミング ・里山の恵み

・はた織り

《ヒノキ関連》

・木曽ヒノキ特産品 ・御神木の伐採 ・ひのき精油

・木曽ヒノキのオガコ発酵浴 ・ひのきの木炭･竹炭･有機土壌改良

マーケティン

グ

広報／

システム

受入システム ・トヨタ系健保組合との関係構築 ・豊明市との友好都市関係 ・

木曽広域連合の活用

・団塊の世代の受入

独自ブランド ブランド ・木曽ブランド（木曽路、木工品等）

・赤沢ブランド（ヒノキ原生林、森林浴発祥の地等）

青字：地域固有の独自性のある資源（不変のもの） ■：内部に恵まれた資源があるカテゴリー


